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前期
ぜ ん き

中間
ちゅうかん

考査
こ う さ

を振り返
ふ   か え

って 

 今年度
こんねんど

、最初の定期
て い き

試験
し け ん

、前期
ぜ ん き

中間
ちゅうかん

考査
こ う さ

が６月
がつ

３日から５日
にち

まで３日間
かかん

にわたり行
おこな

われました。１年次
ね ん じ

にとっては高校
こうこう

入学後
にゅうがくご

初
はじ

めての定期
て い き

考査
こ う さ

になりました。十分
じゅうぶん

な準備
じゅんび

をして試験
し け ん

に臨
のぞ

むことができたでしょうか。それぞれの試験
し け ん

の内容
ないよう

を

覚
おぼ

えているでしょうか。思
おも

うような点数
てんすう

がとれたでしょうか。学問
がくもん

は日々
ひ び

こつこつと積
つ

み重ねていくものです。今
いま

まで学習
がくしゅう

し

てきたことが定着
ていちゃく

しているか、もう一度
い ち ど

確認
かくにん

しましょう。 

 さて、前期
ぜ ん き

中間
ちゅうかん

までの長欠者
ちょうけつしゃ

等
など

を含
ふく

んだ出席率
しゅっせきりつ

は、91.９％（R７：9２.６％、R６：91.８％）でした。昨年度
さ くね んど

よりやや低い

結果
け っ か

となりました。今後
こ ん ご

、健康
けんこう

を意識
い し き

して基本的
きほんてき

な生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

を確立
かくりつ

し、健康的
けんこうてき

な学校生活
せいかつ

を送ってください。今回
こんかい

の結果
け っ か

に満足
まんぞく

することなく毎日
まいにち

の学習への取
と

り組みを大切
たいせつ

にしましょう。  

山形県
やまがたけん

高等学
こうとうがっ

校定通制
こうていつうせい

課程
かてい

教科書
きょうかしょ

等
とう

購入費
こうにゅうひ

補助
ほ じ ょ

金
きん

交付
こ う ふ

について 

 山形県
やまがたけん

では、働
はたら

きながら定時制
ていじせい

・通信制
つうしんせい

の課程で学
まな

ぶ生徒の経済的
けいざいてき

負担
ふ た ん

の軽減
けいげん

を図り、教育
きょういく

の機会均等
きんとう

に寄
き

与
よ

するこ

とを目的
もくてき

として、令和
れい わ

８年度の履修
りしゅう

に必要
ひつよう

な教科書
きょうかしょ

を購入
こうにゅう

した場合
ばあい

において、「山形県
やまがたけん

補助
ほ じ ょ

金
きん

等
とう

の適正化
てきせいか

に関する規則
き そ く

（昭和 35年
ねん

８月
がつ

県
けん

規則
き そ く

第
だい

59号
ごう

）」により「予算
よ さ ん

の範囲内で」補助
ほ じ ょ

金
きん

を交
こう

付
ふ

するとしています。（申請
しんせい

すると必
かなら

ず補助
ほ じ ょ

金
きん

の

交付
こ う ふ

を受
う

けることができるということではありません） 

条件
じょうけん

等
とう

 

◎ 対象
たいしょう

は、教科書
きょうかしょ

購入
こうにゅう

経費
け い ひ

（副読本
ふくどくほん

を除く）です。 

◎ 就労
しゅうろう

実績
じっせき

（見込
み こ

みではなく実績
じっせき

です）に関
かん

する条件
じょうけん

は以下
い か

のとおりです。 

     「令和
れい わ

８年度において、１５０日
にち

以上
いじょう

かつ５００時間
じ か ん

以上
いじょう

就労
しゅうろう

した」 

◎ 修得
しゅうとく

単位数
たんいすう

については以下
い か

の条件
じょうけん

です。 

  「入学
にゅうがく

２年目の生徒
せ い と

にあっては１４単位
た ん い

以上
いじょう

、３年目
ね ん め

以後
い ご

の生徒
せ い と

にあっては２８単位
た ん い

以上
いじょう

」 

※ 疾病
しっぺい

等
など

やむを得
え

ない事由により就労
しゅうろう

できない生徒であると本校
ほんこう

校長
こうちょう

が認
みと

める生徒であって、申請
しんせい

時点
じ て ん

において、

上記
じょうき

修得
しゅうとく

単位数
たんいす う

の条件
じょうけん

を満たす生徒
せ い と

についても申請
しんせい

が可能
か の う

です。 

教科書
きょうかしょ

購入費
こうにゅうひ

の補助
ほ じ ょ

は、あくまでも「希望者
き ぼ う し ゃ

が申請して」交付
こ う ふ

されるものであり、該当者
がいとうしゃ

全員
ぜんいん

へ自動的
じ ど う て き

に交
こう

付
ふ

されるも

のではありません。また、申請
しんせい

に当たっては様々
さまざま

な書類
しょるい

を添付
て ん ぷ

する必要
ひつよう

があります 

今後
こ ん ご

、ホームルーム毎
ごと

に「予備
よ び

調査
ちょうさ

」を行
おこな

います。 

登校日数 
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【探究ケーススタディ】 

自分のほしい未来は、自分たちで作ろう！ 
〜鶴岡ナリワイプロジェクト・井東敬子さんの挑戦に学ぶ〜      

  

1. 【課題の設定】地域が抱える「問い」 

地方都市では、地域の固定観念から外れた人が孤立しやすく、「自分には特技が

ない」と思い込んでいる人がいます。行政からは「雇用創出」を求められますが、地

方でゼロから大規模な起業家を育てるのは困難です。また、起業に関心があっても、「一人では心細い」「失敗したらどうしよ

う」という不安から、一歩を踏み出せない人が多いという課題があります。 

2. 【情報の収集と分析】井東さんの経験と仮説 

代表の井東敬子さんは、自然学校でのガイド経験から「ないものは作ればいい、やってみればなんとかなる」という精神を培

いました。鶴岡市へ移住後、特別な資本がなくても社会にいいことで月3万円を稼ぐ「月3万円ビジネス」という考え方に出会

います。当初は起業者がゼロという挫折も味わいましたが、その原因を「孤独と不安」だと分析。「仲間を集めて

部活のようなノリで一斉に起業すれば壁を越えられる」という仮説を立てました。 

3. 【課題へのアプローチ】「ナリワイ起業講座」のイノベーション 

2015年に設立された講座では、受講生同士が好きなことや思いを語り合い、アドバイスし合う「対話と共

感」を重視しています。そして最終回には必ず小さなイベントを開き、全員がお金のやりとりを伴う「起業の第一

歩」を実践します。このスモールステップの仕組みにより、卒業生の約6割が実際に起業を果たすという高い成

果を上げています。 

4. 【振り返りとまとめ】探究から得られる学び 

お金だけを目的にせず、「好き」を原動力にする方が、結果として社会により良い価値を提供できます。自分の好きなことで地

域と接点を持つと、本人が気づいていなかった能力が発揮され、主体的な生き方に変わっていきます。この自分らしく働く新しい

スタイルは、現在「わたしごと JAPAN」として全国へ広がっています。 

 

<保護者の皆様へ> 

教務旬報は、ホームページでもご覧いただくことができます。モバイルサイト（スマホで閲覧可能）も対応しています。 

バックナンバーなどもご覧いただけます。 

アクセスは以下のアドレスまたはQRコードへ 

http://www.kajogakuen-h.ed.jp/htdocs/定時制の課程/生徒・保護者の方へ/ 

もしくは、「霞城学園高校」で検索をお願いします。 

 

「令和８年度 年間行事予定」もホームページでご覧いただけます。 

 http://www.kajogakuen-h.ed.jp/htdocs/定時制の課程/学園生活/ 

 

 

 

 

６月は探究強化月間です。ナリワイプロジェクトの「アントレプレナーシップ（起業家精神）」を参考にして、

課題→問い→仮説 と探究のサイクルを 🌀ぐるぐる🌀 と回していきましょう。 

http://www.kajogakuen-h.ed.jp/htdocs/定時制の課程/

